第二次糸田町子ども読書活動推進計画
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第１章　はじめに
　

　　　１　計画策定にあたって
　近年、テレビ、インターネット、ゲーム機、スマートフォンなどの様々な情報メディアが発達・普及し、次世代を担う子どもたちは、乳幼児期からこれらのメディアの影響を受けています。一方で子どもたちが、乳幼児期から身近な大人を通して本の楽しさを知り、生涯にわたって読書を楽しむ時間の減少が懸念されています。

子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠くことができないものです。すばらしい人との出会い、すばらしい本やお話との出会い、すばらしい読書環境との出会いがあってはじめて読書を通した子どもたちの確かな成長が育まれます。
　このように、読書がもたらす様々な効用を考えると、子どもの読書活動を計画的に整備することは極めて重要な課題であると考えられます。

　　　２　国及び福岡県の動向
国は子どもの読書活動を国を挙げて支援するため、平成１２年を「子ども読書年」としました。そして平成１３年には、子どもの読書活動に関する施策の総合的、計画的な推進を図るため、「子どもの読書活動の推進に関する法律」が公布・施行されました。また平成１７年には「文字・活字文化振興法」が制定され、その制定・施行５周年にあたる平成２２年は「国民読書年」とされました。さらに平成２５年には「子どもの読書活動に関する基本的な計画（第３次計画）」が策定されました。
特筆すべきは、平成２７年４月に改正学校図書館法が施行され、学校司書がはじめて法律上に位置づけられたことです。今回の改正では、まず学校司書を法的に位置づけることとし、これを第１歩として、残された課題について引き続き解決をめざすことになります。

　福岡県においても、平成１６年に「福岡県子ども読書推進計画」が策定され、福岡県内の読書に関する機関、施設、団体等が子ども読書活動を推進していくための総合的な指針が示され、平成２８年に改訂が行われました。
　　　３　計画の目標

　この計画は、「第一次糸田町子ども読書活動推進計画」（以下、「第一次計画」）を踏まえ、国の「子どもの読書活動の推進に関する法律」・「子どもの読書活動に関する基本的な計画」や県の「福岡県子ども読書推進計画」を基本とし、子どもの読書活動の指針を策定するものです。また、「第五次糸田町総合計画」を上位計画とし、子どもの読書活動に関わる分野別計画として位置づけるものです。これらを考慮し、糸田町の子どもの読書活動の現状を可能な範囲で把握し、家庭、学校、地域それぞれに応じた取り組みを示し、読書活動の推進を図りつつ、将来への夢と希望を持ち、健やかに２１世紀を生きぬく力を持つ子どもを育てる指標とします。
　　　４　計画の対象
対象は、０歳から概ね１８歳までとします。
　　　５　計画の期間

平成２９（２０１７）年度から平成３３（２０２１）年度までの概ね５年間と
します。
第2章 子どもの読書活動の現状と推進のための取り組み
　　　１　家庭や地域等における現状と取り組み
　　　　初めて子どもたちが本とふれあい、読書の楽しさを体験する大切な場所はまずは家庭です。身近なところに本があり、保護者から心のこもった声で優しく読み聞かせをしてもらったり、一緒に本を楽しんだりする時間は、子どもにとって何ものにも代えがたい至福の時だと考えます。このような読書の楽しさを体験し、本の出会いとともに地域で多くの人と出会い、その積み重ねにより成長していけるように、図書館をはじめ、地域の関係機関が連携し、保護者に働きかけ、子どもの読書環境を支援していきます。
　　　①保健センター

　　　[現状]

　　　　保健センターでは、絵本の読み聞かせを通して、親子のふれあいを促進し、子どもの豊かな心を育むために、平成２７年度より１歳児教室において絵本を配布しています。

　　　【取り組み】


　　　・乳幼児期からの読書のかかわりを推進するために、絵本の配布の継続的実施に努めます。
　　　②子育て支援室

　　　[現状]

　　　　子育て支援室は、子育て家庭に対して育児の不安解消や相談指導、乳幼児の遊び場とその保護者の交流の場を提供しています。その中で、絵本の読み聞かせを積極的に行っています。
町図書館で月２回実施される「親と子の絵本たいむ」においては、乳
幼児向けに読み聞かせを行っています。また、町図書館で行われる読書

イベントのポスターを室内に掲示し、利用者への声かけをするなど、町

図書館の利用促進も行っています。
支援室では毎週行う「親子ふれあい教室」や「親子ぐんぐん教室」「親

子のびのび教室」などのイベントの中で、季節にそった絵本の読み聞
かせを行っています。また、遊びの中で親子で絵本に触れ合ったり、子

どもたちが関心のある絵本の読み聞かせを行っています。
　　　【取り組み】


　　　・今後も町図書館との連携を深め、読み聞かせの重要性を子育て事業の

中で啓発していきます。
　　　③読み聞かせボランティア「おはなしの泌泉」

　　　[現状]

　　　　町に唯一の読み聞かせボランティアとして、平成１５年の発足当時から地域に根ざした活動を行い、１３年が過ぎました。これまでの活動の様子をまとめた小冊子が平成２８年６月に完成し、図書館や小学校などに配布しています。　
町図書館で月２回、小学校で月１回、学童で年３回、隣保館で年１回、
おはなし会を行っています。
　 また畳２／３畳程の大きさの大型紙芝居を不定期で制作しています。　心のこもった手書きの紙芝居を通じて、子どもたちの読書への好奇心を深めることをねらいとしています。

　　　【取り組み】


　　　・家庭での読み聞かせや親子で読書を楽しむ重要性の啓発に、引き続き努めます。
　　　・読み聞かせの活動例をもっと広報するなど、図書館と協力して会員確

保に努めます。
　　　④町図書館

　　　[現状]

　　　　子ども向けの読み聞かせ等、ボランティア団体等の協力により、読書に親しみやすい環境づくりに努めています。
　　　　保健センターの４～５ヶ月児健診の会場でのブックスタート事業において、赤ちゃんへの読み聞かせ、絵本リストの配布を行うなど、０歳か

らの読書の大切さを理解してもらえるよう働きかけています。また、４月に「子ども読書の日フェスティバル」、１０月に「図書館まつり」、１２
月に「クリスマス会」を、いずれもおはなしの泌泉と共催で行っています。平成２５年度には新しく「ヤングアダルト向け」の書架を設け、利用の少ない中高生が利用しやすい環境づくりをしています。

	糸田町図書館　年代別貸出人数

	
	幼児
	小学生
	中学生
	高校生

	平成２３年度
	３４９
	２,４４９
	６３４
	１１８

	平成２４年度
	１８１
	１,８８９
	６７７
	２４３

	平成２５年度
	３３５
	１,６６５
	１,２９９
	３９８

	平成２６年度
	４０９
	１,５５５
	３０４
	１１２

	平成２７年度
	５１４
	１,１２４
	１７３
	７８


　　　【取り組み】


　　　・子どもや保護者をはじめ、子どもの読書に関わる人からの、読書の相談やレファレンスに今後も積極的に対応します。また、読書のきっかけづくりや、本を選ぶときの参考になるように図書リストの作成を充実させていきます。
　　　・乳幼児から高校生まで各年齢層に合った図書資料の充実と配架等の工夫をし、分かりやすいレイアウトに努めます。

　　　・質の高い読書サービスを子どもたちへ提供するために積極的に研修会等に参加し、職員のスキルアップを図ります。

　　　・子どもの興味・関心や知りたい欲求に応えられる充分な図書資料を購入できる資料費の確保に努めます。

　　　・子どもにとって、パソコンが身近にある環境となり、インターネットによる情報収集が欠かせない社会になっています。館内の利用者用インターネットのアクセスサイトの規制など、正しい情報収集能力の育成に配慮しながら、活用していきます。

　　　・読み聞かせボランティアが最大限効果的な活動をすることができるよう、バックアップを行います。

　　　・町内の小学校、中学校、保育所、ボランティア団体、公的事業の推進のため必要と認められる施設及び団体等に対して、対象者や利用者の希望に沿った図書をまとめて貸し出しています。子どもたちが身近な場所で図書と出会えるように、新規の貸出要望にも応えていき、さらに利用の拡大に努めていきます。

　　　・ブックスタートを継続的に実施し、家庭での読み聞かせや子どもが読書をすることへの重要性の理解を促したり、読み聞かせなどの取組の情報を周知するなど、保護者を対象とした啓発活動を実施します。

　　　・ブックスタートでの絵本配付１００％をめざしていきます。

　　　・「親と子の絵本たいむ」の参加者は現在、ほぼ全員が子育て支援室の利用者です。町図書館でもブックスタート等で積極的に参加を働きかけ、支援室利用者以外の参加者が増えるよう、努めます。
　　　・小学校への予約サービスをスムーズにとりおこなうために図書館シス

テムの見直しを行い、中学校への予約サービスも開始します。
　　　・保育所、小学校、中学校への読書支援を行います。

　　　２　保育所における現状と取り組み

　　　　保育所は、子どもにとって初めての集団生活の場となります。乳幼児期における教育は多くのことを学び、心身の成長を促し、生涯にわたる人間形成の基礎を培うために必要です。こうした集団生活の中での本との出会いは、これからの読書習慣の基礎となり、そこで、「本にふれること、読むことの楽しさ」を子どもたちや保護者に伝えていきます。
　　　[現状]

　　　　子どもたちが遊びの中で絵本を手にとれるように、各クラスとホール
内に本箱を配置しています。これらを使った毎日の読み聞かせのほかに、年間計画で決めたテーマに沿った読み聞かせも、毎月行っています。また月２回、ホール内の絵本は貸出しも行っています。１回目は保育士とお子さんで本を選び、２回目は保護者とお子さんで選んで借りて帰っていただいています。さらに、絵本の魅力を保護者に伝えるため、年３回「絵本だより」を保育士が作成しています。
　お誕生日には「おたんじょうびの絵本」をプレゼントしています。手形や、仲良しのお友達のお名前などを書き込んで渡しています。
　読み聞かせをする若い保護者が減ってきていることから、年度末の保育参観では読み聞かせを必ず実施し、保護者へ読書活動推進のための啓発を行っています。
【取り組み】


・自由に本を手にとって読める環境づくりを推進するとともに、絵本の充実を図ります。

・職員間での読書活動の情報交換を行い、絵本に対する知識や、読み聞かせの向上を図ります。

・大型絵本の借受けなど、町図書館との連携を深め、読書活動に関する情報交換を行っていきます。

・保護者に乳幼児からの読み聞かせの大切さを伝え、絵本に触れさせる大切さ・必要性の理解を求めていきます。
　　　３　学校における現状と取り組み

　　　　学校は、子どもの言語習得・発達段階に応じ、読書意欲や習慣を形成

していく上で最も重要な役割を担っています。また学校図書室は、読書好きを増やし、確かな学力等を育む施設です。国は「第４次学校図書館図書整備５ヶ年計画」において、平成２４年度から５年間、図書室資料の整備、人材の配置の双方について地方財政措置を講じています。具体的には、資料の整備代として学校図書館図書標準を目指すための増加冊数分、また冊数が多くても内容が古くなっている場合があるのでその更新冊数分、各校新聞１紙配備分を処置すること。また人材配置として１週あたり３０時間の職員をおおむね２校に１名配置すること。しかし、いずれも使途が限定されていない地方交付税での財政措置であり、実現されるためには自治体での予算化が必要です。
　　　①小学校

　　　[現状]

小学校では、第一次計画策定時に行っていた朝読書の時間がなくなり、
この１５分間は現在、速読、算数の音声計算、漢字ドリルなどを行って
います。しかし、机の横に読書バッグを皆提げており、テストやドリル

が早く済んだら「隙間読書」をさせたり、「総合的な学習の時間」、国
語や社会の授業中など、可能なかぎり読書に親しむ時間を設けるととも
に、図書室での調べ学習や、図書室の本を借りる機会をつくっています。
これを受け図書室では学校司書（平成２３年度配置）が、調べ学習に沿
った本を選書・購入し、利用に供しています。図書委員は学期毎に、低
学年のクラスで読み聞かせをしています。また、読み聞かせボランティ
ア「おはなしの泌泉」による読み聞かせを国語の時間に月１回、クラス
ごとに行っています。
　図書室の整備状況としては、平成２７年度から「毎日小学生新聞」「朝
日小学生新聞」が配置されました。文部科学省が示す図書標準に対す
る達成率（平成２８年１０月現在）が約１０４％となっていますが、「学
校図書館図書廃棄基準」に定められたとおり廃棄を行った場合、現在の
達成率を大きく下回ることが予想されます。役に立たない古い情報の本
や、汚損して読まれなくなった本の入れ替えが必要です。
	小学校図書室　年度別統計

	
	貸出人数
	貸出冊数
	予約件数

	平成２３年度
	５,２７８
	９,０２３
	２７５

	平成２４年度
	７,５２９
	１３,１２８
	８２５

	平成２５年度
	７,９２３
	１３,７７８
	８８２

	平成２６年度
	９,１８５
	１６,２３３
	９４３

	平成２７年度
	９,４６９
	１６,９４８
	７３３


　　　②中学校

　　　[現状]

中学校では、第一次計画策定時には行っていなかった１０分間の朝読書を平成２８年度から実施しています。加えて国語の時間には、全学年、全クラスとも約１０分間、自由に読書をしています。これらの時間には、図書室から貸し出した学級文庫２０冊を大いに活用しています。学級文庫の選書は、各クラスの図書委員が行っています。図書委員の活動としてはこのほかにも、夏休みの読書感想文の中から各学年１作ずつを選び、文集を作成したり、田川郡内の中学校で図書委員の研修を毎年１回行っています。
　図書室の整備状況は、文部科学省が示す図書標準に対する達成率（平

成２８年１０月現在）が約１４５％となっていますが、蔵書の半数以上

は劣化が激しく、読むに堪えないものも少なくありません。蔵書をリフ

レッシュし、読まれて使われる本に入れ替える必要があります。
　図書室の開室は、現在、月水金の週３回で、図書室担当２名が交代で

業務を行っています。この２名はいずれも兼任のため、火曜と木曜は学
校に委ねている状況で、毎日開室するには至っていません。
	中学校図書室　年度別統計

	
	貸出人数
	貸出冊数

	平成２３年度
	１６,４３４
	４４,６７２

	平成２４年度
	９,０６２
	２４,９２９

	平成２５年度
	２
	２

	平成２６年度
	６４８
	１,０７９

	平成２７年度
	９１９
	２,１７７


　　　【小・中学校での取り組み】


　　　・朝読書をはじめ、読書時間の拡大を図り、読書の大切さや楽しさを伝

えていきます。

　　　・各教科での「調べ学習」を積極的に行い、授業を通じて学校図書室の
利用促進を図ります。

　　　

　　　・子どもの多様な興味や関心に応える図書、また各教科や総合的な学習

の時間に使用する図書等の充実を図ります。
　　　・各学校図書室や町図書館との連携を推進するためのネットワークの構

築により、連携・協力体制を積極的に図り、蔵書の有効活用を行いま
す。

　　　・図書館システムは、子どもたち、教職員へのサービス向上の大きな要

因となります。操作がやさしく図書委員や教職員にも使いやすいこと、

読書指導のための豊富な統計帳票が抽出できることなど、学校のニー

ズに応えられるシステムの整備等に努めます。
　　　・小学校入学から中学校卒業までの９年間の読書履歴を必要に応じて開

示できるよう、システムの整備等に努めます。

　　　・図書の配架、レイアウト、紹介の方法等に工夫をこらし、快適な読書

環境づくりに努めます。

　　　・学校図書室の運営は、司書教諭・学校司書を中心に全教職員連携の下に行っていきます。また、図書の貸出・返却をはじめとする図書室運営には、図書委員会の関わりが非常に大きく、それぞれの役割を明確にして、学校における読書活動の充実を図っていきます。
・全校集会での読み聞かせなど、図書委員会の活動の幅を広げていきます。
・学校図書室を有効に機能させ、学校における読書環境を整備するためには、司書教諭の役割がますます重要となってきます。司書教諭は、他の教職員と同様に、学級担任や教科担任の職務も兼ねていますので、教職員の中心となって図書室資料の整備や、利用方法の具体的な指導等を行い、図書室の有効利用が図れるように努めていきます。

・司書教諭と学校司書の話し合いの場をもち、情報交換を行うよう努めていきます。

・子どもたちが読みたい本、知りたい情報を確実に手にするためには、図書資料に精通した学校司書が大きな役割を果たします。そのためには、各学校図書室に専門知識を有する司書資格を持った者の配置に努め、近隣の学校図書室間での情報交換や研修会への積極的な参加により、司書の資質向上に努めていきます。

　　　　・学校図書室を毎日開室できる体制づくりに努めます。
　　　　・「糸田っ子読書通帳」を学校図書室、教職員、町図書館が連携して啓

発し、子どもたちが日常生活における自主的な読書習慣を確立する

よう促します。
　　　　・学校図書室の設備等の整備を進め、読書に適した環境づくりに努め　ます。

　　　　・国の「第４次学校図書館図書整備５か年計画」をふまえ、中学校図
書室に新聞を配置できるよう努めます。
　・読書週間における読書イベントなど、子どもの読書活動への関心を

深める取り組みを積極的に行っていきます。
　・中学校図書室の利用状況に合わせ、開室時間を延長します。
第二次糸田町子ども読書活動推進計画策定委員会

	所属・団体
	人員

	就学前教育関係者
	１名

	学校教育関係者（小・中学校図書担当教諭）
	２名

	小・中学校図書室担当
	２名

	読み聞かせボランティア「おはなしの泌泉」
	１名

	教育委員会教育長
	１名

	教育委員会教務課長
	１名


第二次糸田町子ども読書活動推進計画策定  事務局

	糸田町図書館職員
	１名


（改築工事のため）
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